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・ の 「とも 水 千 軒 横

・ 顔 突こす真天 タ く 早 場 貌

・ を 然れでっ高 イ く ぶ ま の

・ 見 のかに青く ト る る で 像

・ て こら起に、 ル と 神 来 に

・ ・ とでき広こ は 代 て 人

・ でかてがこ も ゐ 待

・ 何けいっ南 き る つ

・ がるたて会 か 雀 秋

・ なぞ父い津 ず 夕 昃

・ ん」ちるの 龍 端 り

・ だゃ。山 田 居

・ かん朝の 川

・ わが、間 か

・ か言次か ら

・ らっ郎ら作ふ く 作ふ

・ なたが見者
り
が

れ 者
り
が

・ い。起え名な な 名な

・ 次 きる ゐ

・ 郎 る空 に

※段落の最初は１文字あける。 ※一句は改行せずに一行で書く。

※台詞の「　」は改行して１文字あけずに書く。 ※一行でおさまらない場合のみ次の行につなげて書く。

※台詞の「　」のあとは、改行して１文字あけて書く。 　（例③）

・ ・ 瞳 じ つ 目

※ ※ ・ ・ で っ け 星 タ

ジ 一 ・ ・ 誘 と た を イ

氏 ふ 学 ュ 氏 ふ 住 般 ・ ・ っ 見 ら ト

名 り 校 ニ 名 り 所 の ・ ・ て つ ル

が 名 ア （が 部 ・ め

な の 本 な の て

部 名 場

の ） 合

場

合

学 電

年 話

番

号

作 ふ

者
り
が

名 な

※飯能市外に在住の方は、市内在勤・在学の旨を ※段落の最初は１文字あけない。

　末尾の余白に記入。

小
説
部
門
・
童
話
部
門
・
随
筆
（
手
紙
）
部
門
の
応
募
様
式

俳
句
部
門
・
短
歌
部
門
・
川
柳
部
門
の
応
募
様
式

〔
部
門
名
を
枠
外
に
記
入
〕

〔
部
門
名
を
枠
外
に
記
入
〕

詩
部
門
の
応
募
様
式

◎
末
尾
（
各
部
門
共
通
）

〔
部
門
名
を
枠
外
に
記
入
〕

記入見本


